
2010年および2020年の総設置費用、設備利用率、均等化発電原価（（LCOE））の技術別の傾向

総設置費用 設備利用率 均等化発電原価

(2020 USD/kW) (%) (2020 USD/kWh)

2010 2020 増減率 2010 2020 増減率 2010 2020 増減率

バイオマス 2 619 2 543 -3% 72 70 -2% 0.076 0.076 0%

地熱 2 620 4 468 71% 87 83 -5% 0.049 0.071 45%

水力 1 269 1 870 47% 44 46 4% 0.038 0.044 18%

太陽光発電PV 4 731 883 -81% 14 16 17% 0.381 0.057 -85%

集光型太陽熱発電CSP 9 095 4 581 -50% 30 42 40% 0.340 0.108 -68%

陸上風力 1 971 1 355 -31% 27 36 31% 0.089 0.039 -56%

洋上風力 4 706 3 185 -32% 38 40 6% 0.162 0.084 -48%

2020年 再生可能エネルギ年 再生可能エネルギ
ー発電コストー発電コスト

• 2020 年は新型コロナウイルスの世界的流行による影響と感染拡大による混乱が
広がった1年となりました。それにもかかわらず、太陽光発電と風力発電の発電コ
ストについては減少傾向が続いています。新規に導入された世界の陸上風力発電
の均等化発電原価（LCOE）の加重平均は2019年比で13%減少、また集光型太陽熱
発電（CSP）は16%、洋上風力発電は9%、大規模太陽光発電（PV）は7%の減少とな
っています。
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• 再生可能エネルギーによる発電のコストは、着実な技術の進歩、規模の経済、 
競争力のあるサプライチェーン、開発企業による経験の蓄積といった理由により、
過去10年間で急激に低減しました。大規模な太陽光発電PVの発電費用は、2010年
～20年の間に85%減少しています。

• 太陽光発電や風力発電による発電コストも、非常に低い水準まで減少していま
す。2010年以降、世界で累計644GWの再生可能エネルギー発電設備が、その年の
最も安価な化石燃料火力発電の導入費用よりも低コストで導入されたと推測さ
れています。新興国では今年、534GWが化石燃料発電より低コストで導入され、 
発電コストは最大で320億ドルまで減少する見込みです。

• これらの石炭火力発電所を再生可能エネルギー発電に替えると、年間のシステム
コストを320億ドル、CO2排出量を約3ギガトン削減することができます。

• この総合的な費用調査では、世界中のプロジェクトから得られた費用およびオー
クション価格データを用いており、再生可能エネルギー分野の主要な技術の最新
動向に焦点を当てています。




